
一般世帯 特例世帯
感震ブレーカー
（設置工事費）

上限６万円
（助成率1./2）

上限１０万円
（助成率5/6）

感震ブレーカ（器
具購入費）

上限５千円
（助成率1./2）

上限１万円
（助成率10/10）

家具転倒防止
（器具設置工
事）

上限１万円
（助成率1./2）

上限２万円
（助成率10/10）

家具転倒防止
（器具購入）

上限５千円
（助成率1./2）

上限１万円
（助成率10/10）

荒川区防災課　3802-3111　内線418

屋内安全対策の補助制度（特例世帯　65歳以
上世帯、非課税世帯、障害者世帯など）

2022年度目標 実績

不燃化特区整備事業
不燃領域率70％

（2025年度まで）

①荒川南千住65.8％

②町屋尾久　64.5％

住宅の耐震化促進

住宅耐震化率95％

（2025年度までの

中長期目標）

住宅耐震化率87.4%

避難行動要支援者の

支援体制（要介護４

～５）身体障害１・

２級など

高齢者55％

障害者：重度障害

者児対象の個別計

画、盲ろう者の個

別支援計画

高齢者41％

（333人／816人）

障害者23％

（1846人／7774人）

昨年度あまり進んでない事業について進捗状況

荒川区の被害想定 (首都南部直下地震M 7.3・冬早朝風速８ｍ)

○人的被害

　最大の死者数359 人(前回471 人)、負傷者2,807 人(前回5,704 人)

○物的被害

　火災発生件数17 件(前回23 件)、焼失棟数1,996 件(前回5,521 件)

○ライフライン

　停電率が35.2％(前回48.7％)、通信不通率6.3％(前回15.1％)、

　ガス供給停止率0％(前回52.5％)、上水断水率が46.9% (前回58.3％)

　下水道被害率6.2％(前回30.3％)

○その他

　エレベーターの閉じ込め台数が660 台(前回140 台)

補助内容 補助率
補助

限度額
備考

耐震診断 100% 30万円

15万円

30万円 高齢者優遇

180万円

360万円 高齢者優遇

防火耐震

補強工事

200万円

400万円 高齢者優遇

耐震シェル

ター設置工事
3分の2 30万円

建物所有者又は同

居者が高齢者（65

歳以上）又は障が

い者であること

除却工事 5分の4 180万円

※問い合わせ　区の住まい街づくり課

　３８０２－３１１１　内線２８２６

耐震補強設計 3分の2

耐震補強工事 5分の4

10分の9 500万円 不燃化特区内のみ

耐震建替え

工事
5分の4

荒川区の木造戸建て住宅など補助事業

（旧耐震基準の建物が対象）

№８８７ ２０２４年１月２１日
日本共産党荒川区議会議員団

区役所控室 ３８０２－４６２７

☆横山事務所

荒川区町屋５－３－５

℡&fax ３８９５－０５０４

今
回
の
地
震
で
も
、
建
物
倒

壊
と
家
具
の
転
倒
・
落
下
、
そ

れ
に
伴
う
火
災
な
ど
で
被
害
が

拡
大
し
ま
し
た
。
地
震
に
最
も

脆
弱
な
荒
川
区
内
で
も
こ
の
対

策
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
住
宅
耐

震
化
と
屋
内
安
全
対
策
の
区
の

支
援
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

住
宅
耐
震
化
の
補
助

１
９
８
１
年
の
新
耐
震
基
準

建
設
改
築
の
建
物
で
評
点
１
未

満
の
住
宅
耐
震
化
に
補
助
し
ま

す
。
し
か
し
住
宅
耐
震
化
１
０

０
％
は
遅
れ
て
い
ま
す
。
２
０

２
５
年
ま
で
に
95
％
と
言
い
ま

す
が
、
ま
だ
87
％
。
や
は
り
、

木
造
密
集
地
域
の
高
齢
化
や
経

済
的
理
由
な
ど
で
耐
震
化
が
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。
補
助
事
業
の

改
善
も
必
要
で
す
。

屋
内
安
全
対
策
の
補
助

地
震
の
時
、
家
具
な
ど
は

「
凶
器
」
に
変
わ
り
ま
す
。
ま

た
、
停
電
が
復
旧
し
た
後
の

「
通
電
火
災
」
も
重
大
で
す
。

こ
の
２
つ
の
対
策
の
補
助
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
進
捗
も
遅
れ
て
お
り
、
補
助

額
の
引
き
上
げ
や
設
置
の
直
接

支
援
な
ど
改
善
が
必
要
で
す
。

定例法律相談
２月５日（月）
１８時～２０時

横山区議事務所

お気軽にご相談を

以
前
か
ら
尾
竹
橋
通
り
に
プ

ラ
ス
ワ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
跡
が
何

に
な
る
か
、
ま
ち
の
話
題
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
「
ス
ー
パ
ー
が

欲
し
い
」
の
声
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
結
果
は
、
半

分
は
解
体
、
パ
リ
ジ
ャ
ン
の
隣

は
大
改
装
で
24
時
間
の
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ジ
ム
の
よ
う
で
す
。
向

か
い
の
カ
ク
ヤ
ス
隣
も
１
階
店

舗
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
進
み
、

木
村
病
院
跡
も
共
同
住
宅
で
す
。

商
店
街
も
様
変
わ
り
で
す
。

横
山
幸
次

昨年足立区では、コミュニティバ

スを運行してきた国際興業は、はる

かぜ3号（西新井～見沼代親水公園）

の今年3月末廃止を打ち出しました。

地域の町会や住民は、猛反対、区長にも直接申入れがさ

れたようです。そこでも焦点は「区の運行補助」でした。

足立区長は「事業者にどのような支援があれば継続が可

能か」「必要な区民の足を確保するために努力」（東京

新聞）と述べたようです。しかし荒川区は、町屋さくら

廃止にあたって「運行経費の補てんはしない」に固執す

る区民無視の姿勢をとり続けました。今後さらに高齢化

も進むでしょう。元気に外出、社会参加の機会を増やす、

そのための区民の足の確保は、自治体の責任です。

能
登
半
島
地
震
か
ら
20
日
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
被
災

地
へ
の
支
援
が
ま
す
ま
す
重
要
で
す
。
同
時
に
、
震
度
７
の
揺
れ

が
何
を
引
き
起
こ
し
た
か
、
現
地
報
道
で
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。
荒
川
区
で
も
命
を
守
る
取
り
組
み
は
待
っ
た
な
し
で
す
。

能
登
半
島
地
震
で
は
、
震
度

７
を
記
録
、
新
耐
震
基
準
の
住

宅
で
も
倒
壊
し
て
い
ま
す
。
ま

し
て
旧
耐
震
基
準
の
住
宅
は
、

倒
壊
の
危
険
が
大
き
く
な
り
ま

す
。荒

川
区
も
震
度
７
が
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
刻
も
早
く
耐

震
補
強
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
命
を
守
る
た
め
、

瞬
間
的
な
建
物
倒
壊
を
防
ぐ
簡

易
耐
震
工
事
に
も
区
の
補
助
を

裏面 区政世論調査から見えてくる防災対策…など



荒
川
区
は
、
昨
年
８
月
に
第

48
回
区
政
世
論
調
査
（
対
象
３

０
０
０
人
無
作
為
抽
出
・
有
効

回
答
１
２
８
７
件
）
を
実
施
し

ま
し
た
。

調
査
で
毎
年
聞
い
て
い
る

「
防
災
対
策
」
に
つ
い
て
、
今

回
の
能
登
半
島
地
震
と
の
関
連

で
、
区
の
施
策
に
も
関
連
す
る

結
果
が
出
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
内
容
を
ご
紹
介
し

つ
つ
、
荒
川
区
で
の
震
災
対
策

を
ご
い
っ
し
ょ
に
考
え
、
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
公
務
員
数
は
デ
ー

タ
の
あ
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
31

か
国
の
中
で
飛
び
抜
け
て
最

低
で
す
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
31
か
国

平
均
の
わ
ず
か
４
分
の
１
し

か
日
本
に
は
公
務
員
が
い
ま

せ
ん
。
自
然
災
害
大
国
の
日

本
な
の
に
被
災
地
で
い
つ
も

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
に
な
る
の

は
根
本
的
に
公
務
員
不
足
だ

か
ら
で
す
。

食
料
備
蓄
は
７
日
分
、
他

に
大
人
１
人
＝
飲
料
水
21
㍑
、

携
帯
ト
イ
レ
35
回
分
な
ど
、

最
低
で
も
３
日
分
備
蓄
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。

区
政
世
論
調
査
で
は
、
備

蓄
な
し
が
２
割
に
上
っ
て
い

ま
す
。
理
由
は
、
ス
ペ
ー
ス

が
な
い
が
半
数
、
お
金
が
な

い
24
％
。
住
環
境
や
経
済
的

理
由
で
備
蓄
に
も
格
差
が
出

て
い
ま
す
。
各
家
庭
の
努
力

も
必
要
で
し
ょ
う
が
、
避
難

所
の
体
制
か
ら
食
料
な
ど
の

支
援
も
含
め
「
公
」
の
力
が

極
度
に
不
足
し
て
い
る
の
が

日
本
の
現
状
で
す
。

家
具
の
固
定
は
、
設
置
42

％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
30

％
は
「
一
部
」
で
す
。
安
全

確
保
の
た
め
に
は
、
家
具
、

家
電
製
品
の
大
部
分
を
固
定

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
一

方
、
家
具
を
固
定
し
て
な
い

方
の
多
く
が
区
の
設
置
補
助

を
知
ら
な
い
と
回
答
。
ま
た
、

区
の
補
助
制
度
も
一
般
世
帯

・
上
限
１
万
円
（
２
分
の
１

補
助
）
で
す
。
お
隣
足
立
区

で
は
、
助
成
額
上
限
10
万
円

で
す
。
あ
ま
り
に
も
区
の
補

助
は
、
貧
弱
で
す
。

実
態
に
見
合
っ
た
補
助
額

へ
の
引
き
上
げ
を
求
め
ま
す
。

区政世論調査の防災対策の設問で、

いつも不思議に思うのは、一番大事

な「住宅耐震化」への設問がないこ

とです。地震の時、建物の倒壊が一

番の脅威です。一人の犠牲者も出さ

ないというなら、耐震化が進まない

原因をより詳細に調べ、現行制度の

問題点を改善すべきです。

「古い住宅が残る」からとして、

既存住宅の耐震化に消極的な区の姿

勢があるように感じます。命を守る

ためには出来ることをすべて実施し

てこそ、自治体の役割が果たせます。

荒川区では、国の７万円に１万円上乗せ

して、１世帯あたり８万円が支給されます。

★支給内容や振込先等を記載した通知はが

きを19日(金)から発送。

前回の支給口座と変更がなければ手続き

不要です。

支給は２月20日(火)ころの予定。

★コールセンター

19日(金)から（☎0120-984-054）。

区役所２階相談窓口は、２月１日(木)か

らです。

不明な点などあれば、

ご相談下さい。

荒川区の備蓄は…
区内6カ所の備蓄倉庫

（町屋は3丁目児童遊園）

と小中学校、ふれあい館

のミニ備蓄倉庫にアルファ

化米、乾パンなど約34万

食など備蓄しています。

★
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置

は
、
２
割
程
度
の
回
答
。
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
そ
の
も
の
を

知
ら
な
い
方
も
５
割
を
超
え

て
い
ま
す
。
普
及
啓
発
に
向

け
制
度
の
拡
充
も
必
要
で
す
。


